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最深の熱水噴出孔を発見

カリブ海にあるケイマン海溝の水深 5 千盆の海底で、
熱水が噴出しているのを英国の調査チームが見つけた。
これまでで最も深く、新種の生物が潜んでいる可能性が
あるという。 . 

豊富なミネラルを含み、煙のように噴き上げる熱水の
高さは建物 2 階分に相当。水温は400度と鉛を溶かすぼ
どの高温だが、坦上の500倍もの水庄がかかっているた
め沸騰しない。
「熱水の周囲には、さまざまな色彩の鉱物の塔と、青

い蛍光色を発する微生物の集まりがあり、まるで別世界」

と研究者。深海の微生物から生命の起源を探る手掛かり
が得られるのではと期待している。 (A p＝共同）
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電f雲からガンマ線観測
広島大の深沢泰司教授らの国際研究チームは、宇宙望

遠鏡「フェルミ」を使い、迎球から約1200万光年離れた
銀河「ケンタウルス座A」を取り巻く電子の雲からガン
マ線を初めて観測したと米科学誌サイエンス電子版に発
表した。

深沢教授によると、電子の雲は銀河中心のブラックホ
ールから噴出された粒子の一部で、そこから放出された
ガンマ線を高感度センサーを備えたフェルミで約 1 年か
け測定。宇宙誕生の大爆発ビッグバン直後に放たれた光

の名残が、雲の中を高速で飛び回る電子と衝突してガン
マ線に変化したと考えられるという。

生物の
理化学研究所は、生物の発生や再生に関する研究の魅

力を伝える小中高校生向けの農示スペース「りけんキッ
ズラボ」を神戸市立青少年科学館（神戸市中央区）にオ

ープンした。

切っても切っても再生する小さな生き物プラナリア
や、多くの医学研究などに使われ、ノーベル化学裳の対
象にもなった緑色蛍光タンパク質（G F_P) の実物を展
示。人工多能性幹細胞(i p s 細胞）や胚（はい）性幹

細胞 CE S 細胞）を使った再生医療について、実際に作
られた心筋細胞や神経細胞などの写真、映像を交え紹介

している。
水曜休館。展示内容の問い合わせは、理研神戸研究所

発生・再生科学総合研究センター、 078 (306) 3 
0 9 2 。

発生テーマに展示

稲森倫理賞にブロック氏
米オハイオ州ケースウエスタンリザーブ大「倫理と叡

智（えいち）のための稀森国際センター」は、倫理的に
飯れた活動を行う個人を表彰する「稲森倫輝四」の本年

度受四者に、英国出身の慈善活動家スタンリー・ブロッ
ク氏を選んだと発表した。
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特
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慶応大病院に設置された漢方問診システムを操作する
渡辺賢治漢方医学センター長＝東京都新宿区
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羽毛恐竜「アンキオルニス」の復元図
（マイケル・ディジョルジオさん提供）
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